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PERI Hik i
i HETE Y LT BRE M2 HETE S HEEE R BRE M2
PVERE EIRE PVERE ErRE
0~5 (A) - - 0.3 - - - 0.3 -
6~11 (H) - - 0. 4 - - - 0.4 -
1~2 (%) 0.3 0.3 - - 0.2 0.3 - -
3~5 (&%) 0.3 0.4 - - 0.3 0.3 - -
6~7 (&) 0.4 0.4 - - 0.4 0.4 - -
8~9 (%) 0.4 0.5 - - 0.4 0.5 - -
10~11 (%) 0.5 0.6 - - 0.5 0.6 - -
12~14 (%) 0.7 0.8 - - 0.6 0.8 - -
15~17 (%) 0.8 0.9 - - 0.6 0.7 - -
18~29 (%) 0.7 0.8 - 7 0.6 0.7 - 7
30~49 (%) 0.8 0.9 - 7 0.6 0.7 - 7
50~64 (3%) 0.7 0.9 - 7 0.6 0.7 - 7
65~74 (3%) 0.7 0.8 - 7 0.6 0.7 - 7
5Lk (%) 0.7 0.8 - 7 0.6 0.7 - 7
ERRATINE +0. 1 +0. 1 - -
BRIWAAME +0. 5 +0. 6 - -




	・耐容上限量（tolerable upper intake level：UL）の定義：�　健康障害をもたらすリスクがないとみなされる習慣的な摂取量の上限。これを超えて摂取すると、過剰摂取によって生じる潜在的な健康障害のリスクが高まると考える。��　理論的には、「耐容上限量」は、「健康障害が発現しないことが知られている習慣的な摂取量」の最大値（健康障害非発現量：NOAEL）と「健康障害が発現したことが知られている習慣的な摂取量」の最小値（最低健康障害発現量：LOAEL）の間に存在する。しかし、これらの報告は少なく、特殊な集団を対象としたものに限られること、さらには、動物実験やin vitroなど人工的に構成された条件下で行われた実験で得られた結果に基づかねばならない場合もあることから、得られた数値の不確実性と安全の確保に配慮して、NOAEL又はLOAELを「不確実性因子」（UF)で除した値を耐容上限量とした。具体的には、次のようにして耐容上限量を算定した。��・ヒトを対象として通常の食品を摂取した報告に基づく場合：�　UL＝NOAEL÷UF（UFは１から５の範囲で適当な値を用いた）��・ヒトを対象としてサプリメントを摂取した報告に基づく場合又は動物実�　験やin vitroの実験に基づく場合：�　UL＝NOAEL÷UF（UFは10を用いた）
	・摂取源�　食事として経口摂取される通常の食品に含まれるエネルギーと栄養素を対象とする。ただし、耐容上限量については、いわゆる健康食品やサプリメント（以下「通常の食品以外の食品」という。）由来のエネルギーと栄養素を含むものとする。耐容上限量以外の指標については、通常の食品からの摂取を基本とするが、通常の食品のみでは必要量を満たすことが困難なものとして、胎児の神経管閉鎖障害のリスク低減のために、妊娠を計画している女性、妊娠の可能性がある女性及び妊娠初期の女性に付加する葉酸に限り、通常の食品以外の食品に含まれる葉酸（folic acid）の摂取について提示する。
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